
〇 薬用作物、サトウキビ等の生産組合を中心に、複合経営や特産物の加工に取り組むなど、
地域農業を継続できる体制の構築を目指す。 

 

○ 薬用作物は、県の拠点産地認定を受けており、生産を強

化していることから、平成20年に生産組合を法人化(与那国

島薬草園株式会社)し、製品開発会社と提携して、加工販売

（粉末を利用した青汁など）を拡大。 

○ 集落協定には、薬用作物の他にさとうきび、水稲、和牛

の生産組合も参加しており、これらの生産組織の営農活動

を支援するため、除草作業等を共同で実施。 

○ 第３期対策では、後継者の育成・確保に取り組み、新規

就農者２名の確保・認定農業者３名の育成を達成。 

 

 

 

 

 

取組の概要 
 

○ 本地区が位置する与那国島は、沖縄本島から南

南西へ520kmに位置する日本最西端の島であり、主

にさとうきびを栽培してきたが、近年は薬用作物

（ボタンボウフウ：長命草）、水稲、畜産、野菜

等の複合経営が増加。 

○ 農業と結びついた豊年祭などの地域行事が盛ん

であるが、高齢化に伴う担い手の減少等が進んで

おり、地域農業の将来を多くの農業者が懸念。 

○ 平成12年から本制度に取り組んでおり、薬用作

物、さとうきび等の生産組合と連携して活動。 

  

地域の現状 

  

 

 ２－⑦ 沖縄県与那国町与那国地区集落協定 

協定面積：444ha（田74ha、畑240ha、草地130ha）、交付金額： 1,822万円（共同取組活動100％） 
協定参加者：農業者137人､㈱与那国島薬草園（134人）、その他３人 協定開始：平成12年度 

【長命草の植え付け活動】   ２－⑦ 
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  【日本在来馬の与那国馬】 【伝統芸能「棒踊り」】 【ボタンボウフウ（長命草）】 


